
 

           時間割が変わります　～教科担任制・学年合同授業を全学年で～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　矢部　佳子
    
　 長い夏休みが終わり、２学期がスタートしました。毎年夏休みは「暑い」と決まってはいるものの、年々「暑さ」のレベ
ルが厳しくなり、ニュースで「危険な暑さ」という言葉を聞かない日はないくらいでした。その度に、屋外に出るのには
心構えや準備が必要な時代になったのだと思います。そんな酷暑の中、子供たちが家庭や地域で、健康・安全に過ご
せるようご尽力いただきました関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 
 
　 さて、２学期を始めるにあたり、全学級の時間割が変わります。今号では、「時間割はなぜ変わるの？」「どんなふう
に変わるの？」について、お伝えしたいと思います。 
 

□時間割はなぜ変わるの？ 
　 今回、時間割を変更する目的は、①教師の専門性と授業力の向上、②多くの教師が授業を担当することによる児
童の多面的な理解、③担任が児童と向き合う時間を保障することです。そして、このことにより、教育の質を向上させる
ことを目指しています。 
これまでも、高学年を中心に「教科担任制」を、一部の教科や学年で「学年合同授業」を実施していましたが、２学期
からはこれを全学年で積極的に取り入れたいと思います。 
 

□どんなふうに変わるの？ 
（１）教科担任制 
　 これまで小学校は、学級担任が自分の学級のほとんどの教科を担当するのが
当たり前でした。「教科担任制」というのは、中学校のように、担任でない教師が教
科を担当することです。実は、これまでも級外の教員が教科を担当することで、担
任の空き時間を確保し、連絡帳をチェックしたり宿題を点検したりすることを行って
きました。しかし、児童数の減少により「級外」の教員が減り、思うように「空き時
間」の確保ができなくなってきました。 
　 そこで、１組と２組の担任が「交換授業」という形で、教科を受け持つことにした
いと思います。例えば、６年１組担任のÅ先生が６年１組と２組の社会科をどちらも
担当する代わりに、２組担任のＢ先生が６年１組と２組の理科をどちらも担当する
というような仕組みです。つまり、１組が社会をしている時間に２組は理科をする
が、これをそれぞれ担任ではなく隣の学級担任が担当するということです。学級と
いう単位は変わらないので、教員にとって１組２組と同じ授業を２回することになり、持ち時間数を減らすことにはなり
ませんが、担当する教科の数を絞ることで、教材研究や授業準備も時間をかけて行うことができます。 
 
（２）学年合同授業 
　 「学年合同授業」は、学級という単位ではなく学年で一緒に授業をするやり方です。これまで、体育は全学年で実
施してきましたし、社会科や総合的な学習、生活科等では一緒に校外学習に行くなど当たり前にやってきました。これ
までは２人の担任で行ってきましたが、これをどちらか１人が担当し、他教科でも実施しようというものです。例えば、１
年１組のＡ先生が、音楽を音楽室で学年全員を集めて一斉に授業します。その時間は、２組担任のＢ先生は空き時間
です。その代わり、別の時間にＢ先生は学年合同の体育を受け持ちます。その時間は、１組のＡ先生は空き時間です。 
　 ただ、例えば６年生は児童数５０名、１年生は３７名です。学年一斉に授業ができるかどうか、学年の児童数や発達
段階、児童の実態、教科の特性、教室環境、教材・教具の数等よく検討しなければなりません。本校は、特別支援教育
支援員や子どもサポーターが個別の支援にあたってくれるよい学習環境ですが、児童一人一人の学力を保障するこ
とが大切です。しっかり検討を重ねた上で取り組みを進めたいと思います。 
 
　 「教科担任制」「学年合同授業」を取り入れることは、一人一人の児童を多面的に理解するという効果があります。
また、児童にとっても、担任以外の教員に相談しやすくなる等、安心安全な学校につながることが期待できます。また、
学級担任の空き時間を確保することで、児童に向き合う時間を生み出し、教育の質を向上させることにつなげたいと
思います。各学年の時間割変更については、各学年便りでご確認ください。 
 
　 ２学期も、「わくわく登校　 いきいき学習　 笑顔でつながるみんなの学校」を目指して、児童と教職員一丸となって
取り組みます。保護者、地域の皆様も一緒に学校を盛り上げていただきますよう、引き続きどうぞよろしくお願いいたし
ます。 

　智頭町立智頭小学校　学校だより        教育目標【夢に向かって　のびる　杉っ子】 

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　う　だ　ん　つ　つ　じ 

 

                                                        QRコード 

                                                    智頭小学校ホーム  

  　                                              　 ページへアクセス  

第５号　令和６年８月２8日

学年合同授業（６年生）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 4日(日)には各地域の公民館長さん 4名にお世話になり、校舎裏の法面と学校の畑周辺の草刈りをし

ていただきました。また、８月１8 日（日）には、早朝からたくさんの保護者の皆様、館長さん方、地域の皆様にご

協力いただき、学校内外の環境を整えていただきました。安全に、手際よく作業していただき、ありがとうございま

した。暑い中の作業、たいへんお世話になりました。お陰様で、子供たちは、きれいに整った学校で気持ちよく２学

期のスタートを切ることができました。 

 

 

 

 育児休暇中だった西村拓人教諭が復職し、あおぞら学 

級担任となります。教科補充として指導にあたっていた 

澤田千秋非常勤講師は、郡家西小学校へ転任、書写指導 

にあたっていた久本知子非常勤講師は地域コーディネー 

ターとして智頭小で引き続き勤務します。よろしくお願 

いします。 

  

 

 

 

校庭草取り・溝さらえ 

↑ 8月4日 校舎裏の草刈りの様子 

重機による校舎裏の溝掃除 

８月４日に校舎裏の草刈りをしていた

だいたお陰で、プール奥の草刈りもして

いただくことができました。→ 

年中クラスの保育の様子 ｢智頭の子につけたい力｣グループ討議 発表の様子 

校舎内の窓拭き 

お知らせ 

８月１日(木)、ちづ保育園で保小中合同保育研修が行われ、小学校からは 8 名の職員が参加しまし

た。まず始めに、公開保育を参観し、未満児から年長児までの保育を丁寧に観させていただきました。

その後、東部教育局の先生方の講義を聴き、｢架け橋プログラム｣についての知識を深めました。最後は

グループに分かれ、｢智頭町の子供たちにつけたい力｣を確認しました。2 学期からのそれぞれの指導に

生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 夏休み作品を各教室や廊下に展示します。 

子供たちの力作をこの機会にぜひご覧ください。 

なお、来校の際は、上履きの持参をお願いします。 

【期間】 令和６年９月４日（水）～９月６日（金）  

【時間】 １４：３０～１８：００ 

 

 

 

 

 

夏休み作品展 

 


